
 

 

 

 

 

 

あたたかさ感じる本－新年を迎え、寒さに負けず過ごしましょう！－ 

  新しい年になりました。季節は冬本番を迎えていますが、寒さに負けず元気に過ごしたいものです。 

ということで、今月はいろいろな観点からあたたかさやぬくもりを感じられそうな本を集めました。新しい年も

健康で幸せを感じる一年になりますように…。今年もよろしくお願いいたします。 

・「戦国武将を癒した温泉」              上永 哲矢      天夢人       291.0 – ｳ  

戦国武将や幕末の志士たちが疲れを癒したであろう名湯・隠し湯について紹介しており、温泉をたど

りながら歴史も学べます。読むだけでも歴史ロマンを感じつつ、温かくなってくるような本です。 

・「温泉と日本人」                                           八岩 まどか     青弓社                383.6‐ ﾔ 
日本人と温泉のかかわりは縄文時代までさかのぼります。無類の温泉大国で温泉好きの日本人と温泉と

の歴史について書かれています。 

・「トウガラシ讃歌」            山本 紀夫      八坂書房                   383.8‐ ﾔ   

トウガラシは中南米が発祥の地で、コロンブスが持ち帰って世界に広がったということです。辛さに潜む 

  栄養や効果、世界各地のトウガラシのレシピなどその魅力が網羅されています。 

・「夏はヒンヤリ冬はぽかぽか」 畑中 直       PHP研究所                        520.6‐ ﾊ   

  ホッとする、快適で心地よい、安心できる家づくりのために必要な点について書いている実用的な本
です。住まいは暑い時も寒い時も快適に過ごせることが大切ですね。 

・「野の花あったか話」      徳永 進            岩波書店                490.4‐ ﾄ   

医者の視点から患者とのかかわりの中で見た、聴いた、感じたあたたかいエピソード 120 話を掲載して

います。人が癒されるのは医療技術だけでなく、人と人との共鳴が処方箋になることもあるようです。 ・ 

・「図説火と人間の歴史」    ｽﾃｨｰｳﾞﾝ･J･ﾊﾟｲﾝ                  原書房             575.1‐ ﾊﾟ 
人類は火を手に入れ、コントロールすることで暖をとり、身を守り、調理に利用してきました。火は人類にと

ってなくてはならないものですが、一方で現代に至っては環境問題にも直面しています。私たちに恩恵をも

たらした火の歴史について様々な観点から考察された本です。 

・「温泉小説」                               ｱｰﾂｱﾝﾄﾞｸﾗﾌﾂ                           F‐ ｵ 
温泉を舞台や題材にした小説は多いようです。この本には夏目漱石をはじめとして近現代の作品19編を

収録しています。 

・「小説乃湯」          有栖川 有栖/編             KADOKAWA               F - ｼ 
  副題は「お風呂小説アンソロジー」。お風呂にまつわる傑作短編が 12編収められています。銭湯、サ 

ウナ、温泉と様々なお風呂が登場します。「熟読しすぎて湯あたりに注意！」とか…。 

・「文豪が愛し、名作が生まれた温泉宿」  福田 国士      祥伝社                    910.2 – ﾌ 
  温泉、お風呂を舞台、題材にした小説についてはご紹介しましたが、この本は温泉宿に視点をおいて 

書かれています。全国各地の温泉宿をめぐって、そこで生まれた作品について解説されています。 

・「フランス流しまつで温かい暮らし」   ペレ信子          講談社                 590 – ﾍﾟ 
  この本によるとフランス人は、意外と質素で手抜きもするそうです。でも工夫しだいでお金もかけず 

に豊かで温かい暮しが可能といいます。私たちの日常生活を考える上でのヒントになりそうです。 

 
  

★開館時間 月～土曜日： 午前10時～午後8時  日・祝休日： 午前10時～午後6時 

★休 館 日 第2・第4月曜日（祝日のときは翌日が休館）、資料整理期間、年末年始（12/29～1/3） 
    

 【       １月の休館日】     １日（木） ～ ３日（土） 、１３日（火）、２６日（月)     ₄ 

 【    ２月の休館日】     ９日（月）、２４日（火） 
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＊＊図書館からのお知らせ＊＊ 
● 「子ども読書講演会」のお知らせ 
  【日 時】 令和８年2月22日(日)  午後2時〜4時 
   【演 題】 「ロシアのおはなしと絵本を楽しむ～日本で愛される絵本について」 
  【講 師】 丸尾 美保氏（元梅花女子大学教授・大学院児童文学専攻教授） 
  【場 所】 視聴覚室（図書館2階） 
  【対 象】 一般市民、幼児・児童の保護者、読み聞かせボランティア 
  【定 員】 50人（一時保育有）     【参加費】 無料 

※令和8年1月８日(木)より、来館、電話、FAXで受付（先着順） 
【問合先】  中央図書館 電話079-425-5200 FAX079-425-6696 

● 加古川市電子図書館をご利用ください!! 
   電子図書館は、電子書籍(コンテンツ)をスマートフォン、タブレット、パソコンなどで貸出し
て読むことができるサービスです。時間や場所を選ばす、インターネットが使える環境であれ
ば利用ができます。 

 （利用方法） 
 【手順１】 利用者 IDとパスワードを用意する。 
      → 利用者 IDは図書館カード番号(7桁)、パスワードは図書館ホームページで資料

の予約をするものと同じです。(パスワードの新規登録はホームページからできます。) 
【手順２】 加古川市電子図書館のサイトにアクセスする。 

      → 図書館ホームページのバナーまたは、次のURLからアクセスできます。 
         https://web.d-library.jp/kakogawa/g0101/top/ 
【手順３】 電子書籍を利用する。 

      → サイトで資料を探し、「借りる」ボタンを押すと5点まで「マイページ」 
に取り込まれて14日間いつでも読むことができます。貸出中資料は予約 
もできます。 

        ※閲覧専用の資料は「読む」ボタンが表示され、いつでも読むことができます。 
        ※詳しくは、電子図書館サイトの「利用ガイド」をご覧ください。 

 

        
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
  

                                                          

  

                       

 

 
 

 

◎場所は、すべて「おはなしのへや」です。 

 

 

●親子えほんの会（毎月第１金曜日） 
【日 時】  1月はありません。（お休みです。) 

       次回は 2月6日（金） 
          ① 10：30～10：45  

② 11：00～11：20 
【対 象】               ① 0歳の子どもと保護者 

②       １歳から３歳までの子ども 
と保護者 

【定 員】 各15組（先着順） 

●えほんのじかん（毎月第２・４土曜日） 
【日 時】 1月10日、24日（土） 

14：00～14：30 
【対 象】 3歳以上の子ども 
【定 員】 30人（先着順） 

 

 ●おはなし会（毎月第１・３・５土曜日） 
【日 時】 1月17日、31日（土） 

       14：00～14：30 
【対 象】 4歳以上の子ども 
【定 員】 30人（先着順） 

行事のお知らせ(児童) 

 

 

 
・「人間万事塞翁が丙午」          青島 幸男          新潮社            F-ア 
・「馬と人の江戸時代」       兼平 賢治          吉川弘文館        210.5-カ 
・｢人と馬の五〇〇〇年史｣          ｽｻﾞﾝﾅ･ﾌｫｰﾚｽﾄ       原書房            645.2－フ 
・「ウマの動物学」           近藤 誠司                  東京大学出版会    645.2－コ 

    ・「図説馬の博物誌」              末崎 真澄/編           河出書房新社      645.2－ズ 
・「十二支になった動物たちの考古学」  設楽 博己    新泉社             220.2－シ 
・「干支の動物誌」                  阿部 禎                   技報堂出版        480.4－ア 
・「十二支の動物たちの生き方事典」  加藤 迪男/編  日本地域社会研究所   480.4－エ 
・「十二支読本」                   稲田 義行                 創元社            449.3－セ 
・「干支セトラ、ｅｔｃ.」            奥本 大三郎              岩波書店             914.6－オ 

「今年のえと：午（馬）の本」はいかがですか？ 

 

 


